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Ｎ
Ｅ
Ｗ「
婚
活
」で
に
ぎ
わ
い
を

児
童
虐
待
か
ら

子
ど
も
の
未
来
を
守
る
対
策
を

市
民
力
を
生
か
し
た

行
政
運
営
を

年
間
約
２
億
円
で
市
内
小
・
中
学
校

一
律
３５
人
以
下
学
級
は
実
現
で
き
る

自
民
・
新
政　
　
　
相
原　
　
學

一　
児
童
虐
待
防
止
対
策
に
つ
い
て

問　
制
度
改
正
や
関
係
機
関
の
体
制
強

化
な
ど
に
よ
り
対
策
の
充
実
が
図
ら
れ

て
き
た
が
、
深
刻
な
児
童
虐
待
事
件
は

後
を
絶
た
ず
、
社
会
全
体
で
取
り
組
む

べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
児

童
虐
待
防
止
に
向
け
た
本
市
の
取
り
組

み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
元
年
度
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
に
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
を

設
置
し
相
談
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

児
童
相
談
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
た
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

問　
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
に
お

け
る
専
門
職
の
配
置
状
況
は
ど
う
か
。

答　
児
童
虐
待
が
危
惧
さ
れ
る
子
ど
も

な
ど
の
支
援
を
行
う
た
め
、
保
健
師
や

臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門
資
格
を
持
つ

相
談
員
な
ど
総
勢
15
人
体
制
で
業
務
に

当
た
っ
て
い
る
。

問　
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

「
１
８
９
（
イ
チ
ハ
ヤ
ク
）
」
の
市
民

へ
の
周
知
・
啓
発
は
ど
の
よ
う
か
。

公　
明　
党　
　
横
山　
む
ら
さ
き

一　
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

問　
本
市
は
川
幅
が
狭
い
中
小
河
川
が

多
く
、
大
根
川
周
辺
の
住
宅
地
な
ど
は

洪
水
や
氾
濫
が
起
き
や
す
い
地
域
と
の

指
摘
が
あ
る
。
早
期
に
情
報
を
得
て
避

難
行
動
を
と
る
た
め
の
河
川
監
視
カ
メ

ラ
の
設
置
状
況
と
、
災
害
危
険
区
域
内

に
住
む
災
害
弱
者
へ
の
個
別
避
難
計
画

策
定
の
推
進
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。
ま

た
夜
間
の
熱
中
症
な
ど
異
変
に
早
く
気

付
く
た
め
の
、
セ
ン
サ
ー
付
き
緊
急
通

報
装
置
の
運
用
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
迅
速
な
防
災
情
報
提
供
の
た
め
市

内
７
カ
所
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
型
水
位
計
を
設
置

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
水
位

や
雨
量
、
画
像
の
見
え
る
化
で
市
民
へ

注
意
喚
起
す
る
。
土
砂
災
害
警
戒
区
域

な
ど
に
住
む
緊
急
性
の
高
い
世
帯
を
抽

出
し
、
個
別
避
難
計
画
策
定
の
検
討
を

進
め
た
い
。
ま
た
緊
急
通
報
装
置
の
貸

与
数
は
増
加
し
救
急
搬
送
に
つ
な
が
っ

て
お
り
、
対
象
者
の
拡
大
を
検
討
す
る
。

二　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　
公
立
認
定
こ
ど
も
園
の
使
用
済
み

自
民
・
新
政　
　
　
川
口　
　
薫

一　
安
全
・
安
心
な
自
転
車
利
用
に
つ

い
て

問　
安
全
対
策
の
観
点
か
ら
、
自
転
車

道
や
自
転
車
専
用
通
行
帯
の
整
備
と
設

置
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
道
14
号
線
の
全
長
約
２
㌔
㍍
の

市
民
ク
ラ
ブ　
　
　
八
尋　
伸
二

一　
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
い
て

問　
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
は
、
子
ど
も
た

ち
の
声
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
る
こ
と

だ
と
考
え
る
が
、
本
市
の
出
生
率
は
平

成
22
年
か
ら
７
年
間
で
29
％
減
、
婚
姻

数
も
17
％
減
と
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ

れ
ま
で
本
市
は
「
秦
野
本マ
ジ気
婚
」
を
８

回
実
施
し
て
い
る
が
、
目
的
は
何
か
。

答　
秦
野
市
後
継
者
育
成
事
業
の
一
環

と
し
て
、
市
内
で
事
業
を
営
む
若
手
経

営
者
な
ど
に
出
会
い
の
場
を
提
供
し
、

良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
を
得
て
、
本
市
で
温

か
く
幸
せ
な
家
庭
を
築
き
、
そ
れ
を
原

無　
所　
属　
　
　
伊
藤　
大
輔

一　
少
人
数
学
級
に
つ
い
て

問　
令
和
元
年
度
１
人
当
た
り
の
教
育

費
は
、
本
市
３
万
１
３
２
４
円
、
※
類

似
団
体
４
万
３
７
０
円
。
本
市
の
教
育

費
が
少
な
い
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
中
学
校
給
食
を
実
施
し
て
い
な
い

こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

意
見　
給
食
運
営
費
を
加
え
て
も
微
増
。

逆
に
プ
ラ
ス
８
億
円
は
使
わ
な
い
と
類

似
団
体
の
平
均
値
に
す
ら
な
ら
な
い
。

問　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
推
進
す

る
上
で
、
特
別
支
援
級
の
児
童
・
生
徒

数
を
普
通
学
級
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
よ
う

創　
和　
会　
　
　
谷　
　
和
雄

一　
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

問　
本
制
度
は
、
公
共
施
設
を
民
間
事

業
者
な
ど
に
管
理
し
て
も
ら
う
こ
と
だ

が
、
今
後
、
導
入
を
目
指
す
施
設
に
期

待
さ
れ
る
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
周
知
の
た
め
の
チ
ラ
シ
や
カ
ー
ド

な
ど
を
学
校
や
公
共
施
設
に
配
架
し
て

い
る
。
ま
た
11
月
の
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
に
は
自
治
会
へ
の
チ
ラ
シ
回
覧

や
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
を
依
頼
し
て
い
る
。

要
望　
虐
待
を
含
む
児
童
福
祉
に
関
す

る
相
談
対
応
の
中
心
と
な
る
の
は
、
市

の
相
談
窓
口
で
あ
る
。
担
当
す
る
職
員

に
は
知
識
や
経
験
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
人
材
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
民
が
安
心
感
を
持
っ
て
生
活
が
で
き

る
よ
う
児
童
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

紙
お
む
つ
は
、
現
在
、
保
護
者
が
持
ち

帰
っ
て
自
宅
で
処
分
し
て
い
る
。
家
計

の
た
め
に
子
ど
も
を
預
け
て
働
く
女
性

の
負
担
と
、
保
育
士
の
分
別
作
業
に
係

る
負
担
の
軽
減
の
た
め
に
、
園
で
の
回

収
処
分
が
で
き
な
い
か
。

答　
持
ち
帰
っ
た
お
む
つ
に
よ
り
、
子

ど
も
の
健
康
状
態
が
確
認
で
き
る
ほ
か
、

使
用
済
み
紙
お
む
つ
を
園
で
処
分
す
る

場
合
、
回
収
日
ま
で
の
一
時
保
管
場
所

と
保
管
方
法
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
子
育
て
世
帯
全
体
へ
の
支
援
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

区
間
に
つ
い
て
、
自
転
車
専
用
レ
ー
ン

を
整
備
し
て
お
り
、
今
後
は
、
一
部
整

備
さ
れ
て
い
る
株
式
会
社
日
立
製
作
所

側
の
延
伸
を
計
画
し
て
い
る
。

要
望　
自
転
車
道
の
整
備
も
重
要
と
考

え
る
が
、
子
ど
も
た
ち
に
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
し
っ
か
り
伝
え
、
場
面
に
応
じ

た
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

二　
県
道
７
０
５
号
本
町
地
区
道
路
整

備
・
電
線
地
中
化
事
業
に
つ
い
て

問　
県
道
７
０
５
号
の
整
備
の
進し

ん
ち
ょ
く
捗
状

況
と
、
電
線
地
中
化
に
向
け
た
取
り
組

み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
神
奈
川
県
か
ら
令
和
８
年
度
の
供

用
目
標
が
示
さ
れ
、
第
２
工
区
の
進
捗

率
は
50
％
を
超
え
た
。
ま
た
、
電
線
の

地
中
化
に
つ
い
て
は
、
３
年
の
秋
ご
ろ

か
ら
工
事
に
着
手
す
る
。

動
力
に
、
次
代
の
経
営
者
と
し
て
事
業

を
引
き
継
ぎ
、
地
元
で
活
躍
す
る
こ
と

で
ま
ち
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

問　
昨
今
の
婚
活
事
情
か
ら
す
る
と
、

行
政
が
主
体
と
な
っ
た
場
合
、
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
カ
ッ

プ
ル
成
立
後
の
経
過
フ
ォ
ロ
ー
が
困
難

で
あ
り
、
成
婚
に
至
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
今
後
の
婚
活
事
業
の

展
開
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
４
年
度
か
ら
の
事
業
化
を
目

指
し
、
庁
内
検
討
組
織
の
立
ち
上
げ
準

備
を
行
う
と
と
も
に
先
進
事
例
な
ど
の

情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。
併
せ
て
、

県
に
要
望
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
現
時
点
で
考
え
て
い
な
い
。

問　
令
和
元
年
度
の
市
内
小
・
中
学
校

教
員
の
時
間
外
勤
務
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　
基
本
的
に
時
間
外
勤
務
と
い
う
命

令
は
発
し
て
い
な
い
が
、
勤
務
時
間
の

ほ
か
自
己
研
さ
ん
の
た
め
の
在
校
時
間

と
し
て
は
、
多
い
月
の
平
均
で
小
学
校

は
58
時
間
、
中
学
校
で
は
73
時
間
で
あ

る
。

意
見　
残
業
代
は
給
与
月
額
の
４
％
だ

け
。
市
費
で
残
業
代
を
払
う
こ
と
が
教

員
の
人
材
不
足
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
。

問　
令
和
４
年
度
か
ら
市
内
の
全
小
・

答　
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
た
効
果
的
な
情
報
発
信
に
よ
る
施
設

の
利
用
促
進
、
ま
た
周
辺
の
活
性
化
に

よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
。

さ
ら
に
は
民
間
の
力
を
借
り
た
経
費
削

減
を
期
待
し
て
い
る
。

要
望　
事
業
者
選
定
に
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
経
費
節
減
に
と
ど
ま
ら

ず
、
本
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を

念
頭
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

二　
地
域
人
材
の
活
用
に
つ
い
て

問　
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
や
お
お
ね
公

園
の
本
制
度
移
行
後
は
、
ど
の
よ
う
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
確

県
内
の
自
治
体
や
企
業
と
の
結
婚
支
援

に
係
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
見
据

え
て
、
県
が
推
進
す
る
結
婚
支
援
事
業

「
恋
カ
ナ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
登
録
を
検
討
し
て

い
る
。
今
後
、
専
門
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
な
ど
も
実
施
し
、
新
し
い
生
活
様

式
に
も
対
応
し
た
具
体
策
の
検
討
を
進

め
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
造
や
移
住
、

定
住
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

中
学
校
を
一
律
35
人
以
下
学
級
と
し
た

場
合
に
必
要
な
教
員
数
と
費
用
は
。

答　
27
学
級
増
の
教
員
27
人
増
。
そ
の

人
件
費
は
年
間
で
約
２
億
２
５
０
万
円
。

意
見　
予
算
は
あ
る
。
ハ
ー
ド
事
業
は

巨
額
の
お
金
が
か
か
る
（
戸
川
土
地
区

画
整
理
事
業
約
46
億
円
）
。
そ
の
５
％

で
も
喫
緊
の
問
題
解
決
に
お
金
が
使
え

な
い
の
は
な
ぜ
か
。
市
長
の
お
金
の
使

い
方
の
セ
ン
ス
を
市
民
に
問
い
た
い
。

保
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
高
齢
者
雇

用
を
増
や
す
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用

に
つ
い
て
は
指
定
管
理
者
と
協
議
し
、

基
本
協
定
書
に
明
記
し
て
い
く
。
ま
た
、

令
和
３
年
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
生

涯
現
役
促
進
地
域
連
携
事
業
を
活
用
し
、

高
齢
者
の
活
動
を
後
押
し
す
る
人
材
育

成
、
職
種
開
拓
や
企
業
訪
問
な
ど
を
実

施
し
、
雇
用
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

問　
表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運

営
で
地
域
の
人
が
活
躍
し
て
お
り
、
本

制
度
導
入
後
も
地
域
人
材
を
引
き
続
き

雇
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
ス
キ
ル
や
知
識
が
豊
富
な
地
元
の

人
材
を
活
用
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と

と
認
識
し
て
い
る
。
事
業
者
選
定
に
つ

い
て
は
こ
れ
ら
を
考
え
、
進
め
て
い
く
。

秦
野
の
地
形
か
ら
考
え
る

気
象
災
害
へ
の
備
え
を
強
化
せ
よ

県
道
の
整
備
を
契
機
に

に
ぎ
わ
い
を
生
む
よ
う
な
街
路
づ
く
り
を　

問　
単
に
交
通
処
理
の
た
め
の
道
路
整

備
だ
け
で
は
な
く
、
人
々
の
交
流
や
商

店
の
活
性
化
と
い
っ
た
に
ぎ
わ
い
を
生

む
よ
う
な
街
路
づ
く
り
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
県
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
生
か
し
、
補
助
制
度
も
活
用
し

な
が
ら
、
県
道
整
備
に
よ
る
好
循
環
が

生
ま
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

要
望　
地
域
で
組
織
す
る
本
町
７
０
５

号
周
辺
整
備
検
討
会
や
県
議
会
議
員
と

も
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

一
般
質
問
一
般
質
問
は
２
面
・

３
面
・
５
面
に
も
掲
載

（

）

浸水被害が起きやすいとされる大根川周辺

児童相談所虐待対応ダイヤル
「189（イチハヤク）」ポスター

結婚支援事業「恋カナ！プロジェクト」
リーフレット

地域と共によりにぎわいのある
街路づくりを

指定管理者制度導入を進めている
総合体育館

元々は予算がないことから始まっている教員の人材不足。
この問題も長年放置されると「予算をつけても、人材がいな
い」に変わる。まずはしっかりとした予算を計上すべき。

※類似団体…全ての市町村を対象に、国勢調査を基にした人口と産業構造の２つの要素を基準に分類し、同じ分類になった全国の市町村を指す用語解説




